
市制施行記念 大網白里市

Hello,
New Born

大
網
白
里
市
市
民
憲
章

緑
と
太
陽
そ
し
て
海
、
ふ
る
さ
と
大
網
白
里
市
は
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、「
明
る
く
、
豊
か
な
、
住
み
よ
い
田
園
文
化
都
市
」
づ
く
り
と
、

ま
ち
の
限
り
な
い
発
展
を
願
い
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
を
大
切
に
し
、
健
康
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
ほ
こ
り
を
も
っ
て
働
き
、
豊
か
な
、
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
老
人
に
安
ら
ぎ
を
、
若
者
に
は
夢
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
笑
顔
で
助
け
あ
い
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

市のキャラクター「マリン」 

市　章
大網白里の「大」の字を図案化したも
ので中央の円は穀倉地帯、周囲の浪の
花は太平洋の波とうを表しています。
昭和30年に公募で定めました。

平成６年に町制施行 40 周年を記念し
て、町民からの公募でデザインを決定。
市制施行を機にリニューアルしました。
笑顔と、豊かに波打つヘアースタイル
が自慢です。

市の花 「コスモス」

市の木 「モクセイ」
モクセイは、楕円の葉に小さな花をつ
け、芳香を放ちます。「緑豊かで清らか
な香りあふれる町に」との願いを込め、
昭和45年に定めました。

赤、白、ピンク、黄と華麗に咲くコスモ
スは、誠実で清楚、愛らしい姿が多くの
人に親しまれています。平成6年に「町
制施行40周年」を記念して、調和した
町の発展を願い、町民からの公募をも
とに定めました。
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継
往

 
開
来

市内の子どもたちと白里海岸にて。
子どもたちの笑顔があふれ、誰もが温かい気持ちでいられる市を目指す。

　
豊
か
な
自
然
と
都
市
が
共
存
す
る
、
わ
た
し
た
ち
の
大
網
白

里
は
、
１
月
１
日
か
ら
「
大
網
白
里
市
」
と
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
合
併
当
時
、
農
業
と
漁
業
が
中
心
だ
っ
た
町
は
、
経
済
成
長

や
交
通
網
の
整
備
を
契
機
に
、
首
都
圏
の「
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」と

し
て
順
調
に
人
口
が
増
加
し
、
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で
５
万

人
を
突
破
し
た
こ
と
か
ら
、市
制
へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
に
よ
り
、
都
市
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
企
業

や
商
業
施
設
の
進
出
で
就
労
の
場
が
充
実
し
、
財
政
基
盤
の
向

上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
県
か
ら
一
部
事
務
事
業
の
権
限
が
委
譲

さ
れ
た
こ
と
で
、
住
民
の
利
便
性
が
い
っ
そ
う
向
上
す
る
こ
と

に
な
る
と
、期
待
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
「
未
来
に
向
け
て
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
し
た
総
合
計

画
の
各
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
郷
土
・
大
網
白
里
の
歴
史
を
作
り
上
げ
た
方
々

に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
軌
跡
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
く
、ま
た
、住
み
続
け

た
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
１
月
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大網白里市、スタート!

先人の事業を受け継ぎ
　　　  未来を切り拓く

け
　
い

お
　
う

か
　
い

ら
　
い
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○
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
大
綱

　
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
　
大
網
白
里
（
保
健
・
福
祉
の
充
実
）

　
　
・
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
推
進

　
新
し
い
文
化
を
育
む
　
大
網
白
里
（
教
育
・
文
化
の
充
実
）

　
　
・
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成

　
　
・
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
の
推
進

　
快
適
で
便
利
な
都
市
機
能
が
充
実
す
る
　
大
網
白
里
（
都
市
基
盤
の
整
備
）

　
　
・
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備

　
　
・
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
整
備

　
豊
か
な
自
然
と
生
活
が
調
和
す
る
　
大
網
白
里
（
自
然
環
境
と
の
共
生
）

　
　
・
低
炭
素
の
社
会
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
水
と
緑
の
空
間
づ
く
り
の
推
進

　
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
　
大
網
白
里
（
安
全
・
安
心
の
確
保
）

　
　
・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
・
安
全
な
日
常
生
活
の
向
上

　
賑
い
あ
る
産
業
と
観
光
を
育
て
る
　
大
網
白
里
（
産
業
・
観
光
の
振
興
）

　
　
・
環
境
変
化
に
対
応
す
る
産
業
・
観
光
の
振
興

　
　
・
雇
用
・
就
労
の
場
の
充
実

○
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
住
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
）

　
　
・
住
民
参
画
の
仕
組
み
づ
く
り

　
　
・
男
女
共
同
参
画
、
交
流
の
力

　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
（
行
財
政
運
営
）

　
　
・
行
財
政
改
革
の
推
進

大網白里市

Hello,
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大網白里市（おおあみしらさとし)は、東京都心から50～60㎞圏
域に位置し、九十九里平野のほぼ中央にあり、西は緑豊かな丘陵
部、中央は広大な田園部、東は白砂青松の海岸部という特色ある
豊かな自然を持つ風土を有しています。　

未
来
に
向
け
て

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち

　
大
網
白
里
市
は
、
丘
陵
の
緑
、
田
園
の
緑
、
海
岸
の
白

砂
青
松
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
五
団
地
に
代
表
さ
れ

る
都
市
環
境
が
共
存
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
「
明
る
く
、
豊
か
な
、
住
み
よ
い
田
園
文
化
都

市
の
実
現
」
と
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
「
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
」
を
基
本
理
念
と
し

た
総
合
計
画
を
定
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
総
合
計
画
の
目
指
す
将
来
像
「
未
来
に
向
け

て
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」
を
実
現
で
き
る
よ
う
各
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
〉
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大
網
白
里
市

O
S
C
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
新
市
発
足
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
、
歴
史
と
自
然
の
豊

か
な
大
網
白
里
が
新
た
に
大
網
白
里
市
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
事
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
自
身
は
白
里
小
学
校
、
白
里
中
学
校
に
通
い
、

こ
の
地
で
多
く
の
事
を
学
び
現
在
私
が
サ
ッ
カ
ー
選

手
と
し
て
、
ま
た
、
い
ち
社
会
人
と
し
て
生
活
す
る

上
で
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
。 

　
一
昨
年
、
昨
年
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
ド
イ
ツ
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
大
変
多

く
の
地
元
の
方
の
声
援
の
お
か
げ
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
制
覇
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
ル
と
い
う
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
人
の
力
と
い
う
の
は
本

当
に
大
き
な
も
の
で
ど
ん
な
に
辛
く
苦
し
い
時
で
も

本
気
の
思
い
は
人
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
、
人
が
人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
大
網
白
里
市
に
は
そ
ん
な
素
敵
な
人
達
が
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
大
自
然
と
素
敵
な
人
達
が
、
よ
り
良
い
大
網
白
里

市
を
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
私
の
大
好
き
な
こ
の
市
が
い
つ
も
笑
顔
あ
ふ
れ

る
市
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、い
つ
で
も
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
、
大
網
白
里
市
誕
生
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
の
テ
ニ
ス
の
原
点
は
、
み
ず
ほ
台
の
セ
ン
タ
ー

公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
す
。
両
親
が
そ
こ
で
テ
ニ

ス
を
し
て
い
て
、
一
緒
に
付
い
て
行
っ
て
い
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。
大
人
の
人
達
に
混
ざ
っ
て
テ
ニ
ス

に
明
け
暮
れ
て
い
た
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
学
生
生
活
で
は
大
網
中
で
の
三
年
の
体
育
祭
が
印

象
的
で
す
。
仲
間
と
一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た

の
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

　
大
網
白
里
で
過
ご
し
た
日
々
で
た
く
さ
ん
の
友
達

や
仲
間
に
出
会
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
今
の

私
に
と
っ
て
地
元
に
帰
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う
の

は
大
き
な
財
産
で
す
。
い
つ
帰
っ
て
も
ホ
ッ
と
で
き

る
場
所
が
あ
る
、
ツ
ア
ー
を
回
る
上
で
も
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
の
頃
お
世
話
に
な
っ
た
大
網
白
里
や
地
元
の

皆
さ
ん
に
、
今
度
は
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
私
が
恩
返
し

を
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
大
網
白
里
市
が
今
後
よ
り
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

大網白里市の大きな財産は「人」。
世界を舞台に活躍する２人の「大網白里サポーター」から、
ふるさと・大網白里にメッセージをいただきました。

発展のために尽力された

名誉町民
宮間　あや

土居　美咲

Hello,
New Born6 5

1985年1月28日生まれ。四天木出身で、白里小・白里中卒業。女
子サッカー選手（岡山湯郷Belle所属）。サッカー日本女子代表
（なでしこジャパン）メンバーとして、2011年FIFA女子ワールド
カップドイツ大会の優勝、2012年ロンドンオリンピックの銀メダ
ル獲得に大きく貢献。2011年と2012年に町民栄誉賞受賞。

宮間　あや
P R O F I L E

1991年4月29日生まれ。みずほ台出身で、瑞穂小・大網中卒業。
女子プロテニス選手（ミキハウス所属）。2011年ウィンブルド
ン選手権で2度目の4大大会の予選突破を果たし、3回戦進出。
世界ランキング：シングルス94位（2012年12月10日現在）、日
本ランキング：シングルス2位（2012年10月29日現在）。
2011年に大網白里町特別顕彰受賞。

土居　美咲
P R O F I L E

　明治16年7月8日石野家の長男として生まれ、先祖代々の
家業である酒造業を継承。
　若くして大網町議会議員、山武郡会議員に、さらには38
歳で県会議員に当選、昭和6年12月から昭和21年1月まで
4期15年余りにわたって大網町長に就任、満州事変から太
平洋戦争へ、そして、その処理など激務の連続であったが、
献身的に努力された。
　昭和38年9月大網白里町名誉町民（第2号）に。同39年6
月21日82歳で逝去。

石野 操一郎
（1883～1964）

いしの そういちろう

　明治28年３月20日、細草で生まれる。
　昭和24年3月白里町長に当選。昭和29年12月町村合併
により、初代大網白里町長に無競争で当選。
　昭和39年8月に逝去されるまで、多難な合併後の町政を
円満に処理し、町発展の基礎を築かれた。「政治は人の和
である」を座右の銘とし、69年の生涯でただ念頭にあった
のは、町のため人のためであった。
　昭和39年8月7日大網白里町長として3期目の3年目に病
気で急逝、名誉町民（第3号）の称号を追贈。

内山　仲
（1895～1964）

うちやま なか

　明治6年11月21日東金市押堀で生まれ、明治26年十枝
家（福岡村北吉田）の養子に迎えられる。　　　
　若いときから数多くの公職を歴任。
　昭和8年60歳のとき推されて福岡村長に就任、同14年
県会議員に当選。
　両総用水事業の生みの親であり、大網白里町誕生の功
績者でもある。
　昭和31年7月大網白里町名誉町民（第1号）に。同年10月
12日83歳で逝去。

十枝　雄三
（1873～1956）

とえだ ゆうぞう

　大正13年2月26日、南今泉で生まれる。
　昭和50年１月から3期12年第四代大網白里町長を務め
る。当時、無秩序な宅地開発により急激に生活環境が悪化
していた。その対策に昭和54年10月「町民憲章」を制定し、
さらに昭和58年5月に一部都市計画決定、五団地構想とと
もに公共下水道の推進を図った。
　平成6年4月勲五等双光旭日章、平成12年6月叙位正六
位。同年6月7日に76歳で逝去。
　平成13年9月名誉町民（第4号）の称号を追贈。

加藤岡 誠一
（1924～2000）

かとうおか せいいち
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大網白里市への道
1954～2013

1954
1972

1979

1994

2005

2010

2013

年
の
歩
み

町
か
ら
市
へ
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市庁舎から望む駅前の風景は30年前と比べ、大きく姿を変え
ました。区画整理や商業施設の進出など、現在も変化を続けて
います。

市街地の変化

昭和29（1954）年、２町１村の合併で大網白里町
が誕生し、役場は旧大網町役場に置かれました。そ
の後、庁舎は昭和31（1956）年にも移転し、現在の
場所には昭和47（1972）年に移転しました。

２町１村の合併で誕生した大網白里町は、
交通網や住宅環境の整備で、人口が大きく増加し、
平成25年１月、県内で37番目の市として
新しいスタートを切りました。
市の誕生まで、歩んだ軌跡を振り返ります。

合併当時
昭和54（1979）年、群馬県の中之条町と友好姉妹
町を締結。以来、交流を育んできました。

友好の始まり

平成６（1994）年、町制施行40周年を記念して、イ
メージキャラクター「マリン」、町の花「コスモス」が
公募で決定。コスモスは引き続き市の花に、「マリ
ン」は市制施行を機にリニューアルしました。

シンボル決定

平成22（2010）年、千葉県で国民体育大会・全国
障害者スポーツ大会が開催され、大網白里アリー
ナがバレーボール種目の会場となりました。

国体の舞台

平成25（2013）年1月1日、市制施行。1月4日には、開市
式を行い、新たな門出を祝いました。

「大網白里市」の誕生へ

平成17（2005）年、住民基本台帳人口が５万人を
達成。それから５年後の平成22（2010）年の国勢
調査速報値で人口50,122人を達成し、市制施行の
人口要件を満たしたことから、市制への準備を進
めました。

人口が５万人に
昭和47（1972）年に、大網駅が現在の場所に移転
し（写真上）、同年、国道128号バイパスの一部（経
田～新掘）・波乗り道路（九十九里～一宮）も開通し
ました（写真下）。交通網の整備は、人口増加の呼び
水となりました。

交通網の整備

大
網
町
、増
穂
村
、白
里
町
が
合
併
し
、大
網
白
里
町
に

町
章
が
決
定

大
網
98
番
地
に
役
場
庁
舎
の
位
置
を
変
更

旧
本
納
町
清
水
の
一
部
を
合
併

救
護
施
設
房
総
平
和
園
が
開
設

国
鉄
永
田
駅
が
開
業

町
営
ガ
ス
供
給
が
開
始

町
営
水
道
給
水
が
開
始

山
辺
小
学
校
を
大
網
小
学
校
に
統
合

中
央
公
民
館
が
開
館

町
の
木
が
モ
ク
セ
イ
に
決
定

増
穂
中
学
校
を
大
網
中
学
校
に
統
合

白
里
高
等
学
校
が
開
校

現
在
の
場
所（
大
網
１
１
５
番
地
２
）に
、役
場
庁
舎
の
位
置
を
変
更

国
鉄
大
網
駅
が
移
転
、ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
が
解
消

波
乗
り
道
路
が
開
通（
九
十
九
里
〜
一
宮
）

国
道
１
２
８
号
バ
イ
パ
ス
の
一
部（
経
田
〜
新
掘
）が
開
通

外
房
線
に
初
め
て
特
急
電
車
が
走
る

組
合
立
国
保
郡
南
病
院
が
移
転
新
築

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

大
網
幼
稚
園
舎
が
完
成
。増
穂
幼
稚
園
舎
が
完
成

白
里
公
民
館
が
完
成

白
里
幼
稚
園
舎
が
完
成

社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立

弓
道
場
が
完
成

　
　
第
１
回
産
業
文
化
祭
を
開
催

町
営
野
球
場
、青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
が
完
成

群
馬
県
中
之
条
町
と
友
好
姉
妹
町
を
締
結

町
民
憲
章
を
制
定

柔
剣
道
場
が
完
成

増
穂
幼
稚
園
の
移
転
新
園
舎
が
完
成

西
部
地
域
の
一
部
が
都
市
計
画
区
域
に

瑞
穂・駒
込
土
地
区
画
整
理
事
業
が
ス
タ
ー
ト

第
一
保
育
所
が
新
築
移
転

白
里
地
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

国
保
郡
南
病
院
が
町
立
病
院
と
し
て
ス
タ
ー
ト

福
祉
会
館
が
完
成

農
村
婦
人
の
家（
現・農
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）が
完
成

大
網
東
小
学
校
が
開
校

保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

増
穂
中
学
校
が
開
校

全
町
が
都
市
計
画
区
域
に

外
房
線・東
金
線
に
京
葉
線
が
乗
り
入
れ

朝
市
が
ス
タ
ー
ト

浄
化
セ
ン
タ
ー（
１
期
工
事
）が
完
成

公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
開
始

役
場
分
庁
舎
が
完
成

瑞
穂
幼
稚
園
が
新
築
移
転

郡
界
道
路
が
開
通

町
の
花
が
コ
ス
モ
ス
に
決
定
、町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
マ
リ
ン
」が
決
定

増
穂
北
小
学
校
が
開
校

第
二
保
育
所
が
新
築
移
転

中
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

増
穂
保
育
所
が
開
所

国
保
大
網
病
院
が
新
築
移
転

小
中
池
公
園
が
オ
ー
プ
ン

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立

季
美
の
森
小
学
校
が
開
校

初
の
地
曳
き
ま
つ
り
を
開
催

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

白
里
遊
楽
市
が
ス
タ
ー
ト

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場「
グ
リ
ー
ン
オ
ア
シ
ス
大
網
」が
竣
工

白
里
公
民
館
の
改
築
工
事
完
了
、白
里
図
書
室
が
オ
ー
プ
ン

市
民
農
園「
あ
お
ぞ
ら
農
園
」が
オ
ー
プ
ン

住
民
基
本
台
帳
登
録
で
人
口
５
万
人
達
成

大
網
白
里
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン

山
武
農
業
高
等
学
校・白
里
高
等
学
校
が
合
併
し
、大
網
高
等
学
校

が
開
校

ゆ
め
半
島
千
葉
国
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
少
年
女
子
種
目
を
開
催

ゆ
め
半
島
千
葉
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
身
体
障
害
者
種
目（
聴
覚

障
害
の
部
）を
開
催

国
勢
調
査
速
報
値
で
人
口
５
０
，１
２
２
人
を
達
成

（
確
定
値：５
０
，１
１
３
人
）

大
網
小
学
校
が
み
ど
り
が
丘
に
新
築
移
転

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
本
格
運
行

市
制
施
行

昭
和
29
年
12
月
１
日

　
　
30
年
７
月
１
日

　
　
31
年
９
月
１
日

　
　
32
年
11
月
１
日

　
　
33
年
５
月
１
日

　
　
34
年
３
月
20
日

　
　
39
年
８
月
１
日

　
　
40
年
６
月
１
日

　
　
45
年
３
月
31
日

　
　
45
年
６
月
１
日

　
　
45
年
10
月 

　
　
46
年
４
月
１
日

　
　
46
年
４
月
１
日

　
　
47
年
２
月
１
日

　
　
47
年
５
月
26
日

　
　
47
年
６
月
17
日

　
　
47
年
７
月
１
日

　
　

　
　
48
年
７
月
１
日

　
　
49
年
７
月
１
日

　
　
49
年
12
月
１
日

　
　
49
年
12
月
１
日

　
　
50
年
２
月
９
日

　
　
51
年
５
月
20
日

　
　
52
年
４
月
29
日

　
　
52
年
11
月
２
〜
３
日

　
　
53
年
５
月
21
日

　
　
54
年
２
月
23
日

　
　
54
年
10
月
５
日

　
　
55
年
３
月
25
日

　
　
56
年
３
月
25
日

　
　
58
年
５
月
24
日

　
　
59
年
１
月
10
日

　
　
59
年
３
月
25
日

　
　
59
年
11
月
30
日

　
　
60
年
４
月
１
日

　
　
61
年
４
月
11
日

　
　
61
年
５
月
２
日

　
　
62
年
４
月
１
日

　
　
62
年
４
月
18
日

平
成
元
年
４
月
１
日

　
　
元
年
12
月
19
日

　
　
２
年
３
月
10
日

　
　
２
年
５
月
13
日

　
　
３
年
３
月
31
日

　
　
３
年
４
月
１
日

　
　
３
年
８
月
26
日

　
　
４
年
４
月
１
日

　
　
５
年
７
月
19
日

　
　
６
年
３
月
１
日

　
　
６
年
４
月
１
日

　
　
６
年
４
月
１
日

　
　
６
年
５
月
20
日

　
　
８
年
４
月
１
日

　
　
８
年
５
月
１
日

　
　
８
年
５
月
30
日

　
　
11
年
３
月
23
日

　
　
11
年
４
月
１
日

　
　
11
年
８
月
21
日

　
　
13
年
４
月
20
日

　
　
13
年
12
月
16
日

　
　
14
年
３
月
13
日

　
　
15
年
４
月
１
日

　
　
16
年
７
月
15
日

　
　
17
年
８
月
19
日

　
　
18
年
８
月
８
日

　
　
20
年
４
月
１
日

 　
　
22
年
10
月
１
日

　
　

10
月
23
日

　
　
23
年
２
月
25
日

　
　
24
年
４
月
１
日

　
　
25
年
１
月
１
日

出
来
事

昭和54年

平成24年

O
am

ishirasato City
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４
月　
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

６
月　
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

　
　
　
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

７
月　
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン

８
月　
地
曳
き
ま
つ
り

　
　
　
ひ
ま
わ
り
畑　

10
月　
産
業
文
化
祭（
産
業
の
部
）

11
月　
産
業
文
化
祭（
文
化
の
部
）

１
月　
元
旦
祭

　
　
　
成
人
式

　
　
　
出
初
式

　
　
　
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ふ
る
さ
と 

歳
時
記

緑
と
太
陽
そ
し
て
海
。

環
境
に
恵
ま
れ
た
大
網
白
里
市
の
四
季
折
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　
小
中
池
公
園
の
池
の
上
を
、50
匹
以

上
の
鯉
の
ぼ
り
が
元
気
に
泳
ぎ
ま
す
。

　
白
里
海
岸
の
砂
浜
を
、ピ
ン
ク
色

の
可
憐
な
花
が
彩
り
ま
す
。

　
市
消
防
団
が
、日
ご
ろ
訓
練
で
身

に
付
け
た
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競

い
ま
す
。

　
白
里
海
岸
に
は「
中
央
海
水
浴
場
」

と
、「
南
四
天
木
海
水
浴
場
」の
２
カ
所

の
海
水
浴
場
が
あ
り
、都
心
か
ら
の
交

通
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
て
い
る
た
め
、例

年
多
く
の
海
水
浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
白
里
海
岸
を
舞
台
に
、市
内
外
の

団
体
が
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
ぼ
さ

ま
踊
り
を
披
露
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
花
火
で
す
。

　
「
ひ
ま
わ
り
の
里
山
辺
実
行
委
員

会
」で
は
、農
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
ま
べ
の
郷
前
と
Ｊ
Ｒ
外
房
線
陸
橋

下
で
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

一
面
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
壮
観
で
す
。

　
と
れ
た
て
新
鮮
で
安
心
な
地
元
農

産
物
や
海
産
物
等
を
、お
手
ご
ろ
価

格
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
市
で
活
動
し
て
い
る
団
体
等
が
、

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま

す
。郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る
郷
土

芸
能
の
発
表
会
も
同
時
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
白
里
海
岸
に
は
、毎
年
多
く
の
方

が
、雄
大
な
太
平
洋
か
ら
昇
る
崇
高

な
朝
日
を
見
に
や
っ
て
き
ま
す
。紅

白
も
ち
や
甘
酒
の
無
料
配
布
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、大
網
白
里

ア
リ
ー
ナ
で
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

市
消
防
団
の
年
初
め
の
恒
例
行

事
。決
意
を
新
た
に
、規
律
の
と
れ
た

闊
歩（
か
っ
ぽ
）訓
練
や
分
列
行
進
を

披
露
し
ま
す
。

　
小
学
生
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、日
ご

ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
を
競
い

ま
す
。

O
am

ishirasato City
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海の幸として、人気が高い貝類。海水浴シーズ
ンには、海の家でとれたてを食べる「焼きハマ
グリ」が人気です。

ハマグリ

九十九里海岸では江戸時代以来、イワシの地曳
き網漁が盛んで、煮干しの生産量は全国トップ
クラス。水上げされたイワシを塩水で煮た後、
天日で干され、乾燥した煮干しは、水分が少な
い分だけ良質のタンパク質を含んでいます。

煮干し
この地方に伝わる郷土料理の１つ、「イワシのゴ
マ漬け」。九十九里沖でとれた新鮮なイワシの酢
漬けにゴマをまぶしたもので、日常の食卓のほ
か、酒の肴や行事食としても親しまれています。

イワシのゴマ漬け

キュウリにトマト、ネギ、ダイコン、サツマイモな
ど、幅広く収穫されており、一年を通じて、旬の
新鮮な野菜が味わえます。

野菜

毎週日曜日、農村環境改善センター駐車場で地元産の野菜や
魚、水産加工品などを販売しています。5～9月は16時～17時、
10～4月は15時～16時に開催。

白里遊楽市

市内に点在する栽培農家では、豊水・幸水・新高な
ど、みずみずしくて甘い品種が味わえます。

ナシ

マスクメロンの王様、アールス種のメロンが栽培されて
います。甘みが強く、みずみずしいのが特徴です。

メロン

と
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
に
魚
介
、

全
国
的
に
も
有
名
な
水
産
加
工
品
。

豊
か
な
海
と
大
地
か
ら
は
四
季
折
々
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

「
地
産
地
消
」
の
高
ま
り
か
ら
、

市
内
の
生
産
者
か
ら
新
鮮
な
品
を

直
接
購
入
で
き
る
、
朝
市
・
白
里
遊
楽
市
が
人
気
で
す
。

九十九里の潮風に吹かれ、甘みと旨みが増した、
豊かな味わいの落花生。さまざまな加工品も販
売されています。

落花生

九十九里沖で漁獲されたイワシを、特製ダレに漬け込み干し
た、この地域の代表的な水産加工品「イワシのみりん干し」。
焼きたては甘くて香ばしく、年齢を問わず親しまれています。
従来のものよりやわらかく作られた「ソフトみりん干し」は大
網白里が発祥の地。

イワシのみりん干し

明治２年、大網に「宮谷県」の県庁が置かれたこと
にちなんで命名。裏ごししたもちに砂糖を加えた
ぎゅうひであんを包み、きな粉とゴマをまぶしたも
ち菓子です。全国菓子大博覧会有功金賞ほか受賞。

宮谷餅

毎週日曜日、市役所駐車場で地元産の野菜や魚、水産加工品な
どを販売しています。5～9月は7時～7時30分、10～4月は8時
～8時30分に開催。

朝市

O
am

ishirasato City
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●人口と世帯数の推移（資料：国勢調査）各年10月1日現在

●人口動態（資料：千葉県統計年鑑）各年中の件数 ●老齢人口の推移（資料：国勢調査）各年10月1日現在

●産業大分類・事業所数および従業者数 ●産業分類別15歳以上就業者数（資料：国勢調査）各年10月1日現在

●児童数・生徒数の推移（資料：学校基本調査）各年5月1日現在

●駅の一日平均乗車人数（資料：千葉県統計年鑑・東日本旅客鉄道㈱千葉支社）

●経営耕地面積
　（資料：世界農林業センサス、冬期農業調査、農林業センサス、農業基本調査結果概要）
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20,000
世帯数（戸）

事業所数（所） 従業者数（人）

単位：人

人口（人）

世帯数
人　口

事業所数
従業者数

昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年昭和30年

昭和54年 平成13年 平成18年 平成21年昭和29年

昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

昭和54年

平成14年

昭和29年

平成22年

出生
505人

出生
350人

出生
333人

出生
298人

死亡
463人

婚姻
176件

離婚
108件

死亡
411人

婚姻
231件

離婚
105件

死亡
173人

婚姻
139件

離婚
28件

死亡
225人

婚姻
179件

離婚
17件

2,603
（10.4％）

3,082
（13.6％）

3,742
（16.2％）

5,318
（18.1％）

6,824
（20.2％）

8,725
（20.6％）

10,658
（22.7％）

12,995
（26.2％）

15,925
（31.8％）

1,124
（4.5％）
735

（2.9％）
744

（3.0％）

1,209
（5.4％）
872

（3.9％）
1,001
（4.4％）

1,672
（7.2％）
897

（3.9％）
1,173
（5.1％）

2,472
（8.4％）
1,274
（4.3％）

1,572
（5.3％）

1,625
（4.8％）

2,123
（6.3％）

2,348
（5.5％）

2,274
（5.4％）

4,103
（9.7％）

2,726
（5.8％）

2,457
（5.2％）

5,475
（11.6％）

3,413
（6.9％）

2,827
（5.7％）

6,755
（13.6％）

4,471
（8.9％）

3,499
（7.0％）

7,955
（15.9％）

15,620

4,825

15,754

5,213

14,245

5,611

12,175

5,724

9,048

4,901

7,193

4,173

4,651

2,889
6,329

3,377

8,040 3,930

2,911

50,11349,548
47,036

42,363

33,833

29,460

23,09922,598
24,933

4,494

697

2,328

1,064

1,427
1,356

9,552

10,744

1,409

4,645 4,771 4,925 5,524
6,471

7,782

9,536

12,636

14,974

16,732 18,135

24,933 23,918 22,598 21,939 23,099
25,802

29,460

33,833

42,363

47,036
49,548 50,113

昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年

11,921 11,631 11,729 14,081 16,094 19,905 21,718 23,118 23,184

16,475

1,923

2,041 1,842 1,522 1,431 1,047

2,543
1,338

3,076
（9.1％）

60～64歳
65～69歳
70歳以上
60歳以上総数
総人口

単位：人
（　）は対総人口比

1次産業
2次産業
3次産業
合計
15歳以上の人口

単位：人
※合計には、分類不能の職業を
　含めています

43,77242,593

39,310

34,436

27,166

23,038

18,202
16,820

（資料：事業所・企業統計調査、経済センサス基礎調査）
※平成21年を除く、各年10月1日現在　※平成21年は7月1日現在

※小学校の合計数値のうち、昭和29年は白里小・山辺小、
　昭和39年は山辺小の児童数は含まれていません。

※永田駅は昭和34年3月20日開業

年　　度
昭和29年
昭和39年
昭和49年
昭和59年
平成 6年
平成16年
平成24年

小 学 校
1,705
2,301
1,929
2,874
3,432
3,145
2,549

中 学 校
1,600
1,802
999
1,288
1,792
1,752
1,414

単位：人

単位：ha

年　度

昭和29年度

昭和34年度

昭和53年度

平成 3年度

平成14年度

平成22年度

計

定 期 普 通

2,938

3,793

6,617

9,843

12,590

12,240

1,999

2,777

4,836

7,294

9,553

9,584

939

1,016

1,781

2,549

3,037

2,656

大　網　駅

定 期 普 通計 計

2,938

3,603

6,381

9,452

11,307

10,938

1,999

2,619

4,604

6,934

8,525

8,515

939

984

1,777

2,518

2,782

2,423

永　田　駅

定 期 普 通

190

236

391

1,283

1,302

158

232

360

1,028

1,069

32

4

31

255

233

昭和29年
総面積
2,925

昭和54年
総面積
2,639田

1,925 田
1,837

田
1,524

田
1,408

畑
358

畑
694

畑
454

樹園地 108

樹園地 64 樹園地 24

畑
1,000

平成22年
総面積
1,790

平成12年
総面積
2,042

旧大網駅

移転後間もない大網駅

白里海岸で栄えたイワシ漁

5,413

10,275

各年2月1日現在

O
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市制施行記念 大網白里市

Hello,
New Born

大
網
白
里
市
市
民
憲
章

緑
と
太
陽
そ
し
て
海
、
ふ
る
さ
と
大
網
白
里
市
は
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、「
明
る
く
、
豊
か
な
、
住
み
よ
い
田
園
文
化
都
市
」
づ
く
り
と
、

ま
ち
の
限
り
な
い
発
展
を
願
い
、
こ
の
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
を
大
切
に
し
、
健
康
で
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
ほ
こ
り
を
も
っ
て
働
き
、
豊
か
な
、
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
香
り
高
い
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
老
人
に
安
ら
ぎ
を
、
若
者
に
は
夢
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
笑
顔
で
助
け
あ
い
、
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

市のキャラクター「マリン」 

市　章
大網白里の「大」の字を図案化したも
ので中央の円は穀倉地帯、周囲の浪の
花は太平洋の波とうを表しています。
昭和30年に公募で定めました。

平成６年に町制施行 40 周年を記念し
て、町民からの公募でデザインを決定。
市制施行を機にリニューアルしました。
笑顔と、豊かに波打つヘアースタイル
が自慢です。

市の花 「コスモス」

市の木 「モクセイ」
モクセイは、楕円の葉に小さな花をつ
け、芳香を放ちます。「緑豊かで清らか
な香りあふれる町に」との願いを込め、
昭和45年に定めました。

赤、白、ピンク、黄と華麗に咲くコスモ
スは、誠実で清楚、愛らしい姿が多くの
人に親しまれています。平成6年に「町
制施行40周年」を記念して、調和した
町の発展を願い、町民からの公募をも
とに定めました。
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